
五
郎
沼
堤
体
周
辺
の
桜
木
以
外

の
雑
木
を
、
紫
波
町
の
「
地
域
づ

く
り
活
動
補
助
金
」
を
活
用
し
、

町
内
業
者
の
「
森
の
寺
子
屋
塾
」

に
依
頼
し
て
１
月
初
旬
に
約
20
本

ほ
ど
を
一
機
に
伐
採
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

雑
木
は

主
に
ク
ル

ミ
の
木
で

す
が
、
数

年
前
よ
り

少
し
づ
つ

地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

で
伐
採
し

て
い
ま
し

た
。
し
か

し
、
徐
々

に
太
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、

素
人
で
は
大
変
危
険
に
な
っ
て
き

た
た
め
に
「
地
域
づ
く
り
活
動
補

助
金
」
応
募
し
た
と
こ
ろ
採
択
さ

れ
、
今
回
実
現
で
き
ま
し
た
。
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この通信は、五郎沼の桜や周辺環境を守り
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今
年
の
春
は
４
号
線
側
の
桜
が

き
れ
い
に
見
え
ま
す

4月12日

２月２日に地元の史跡五郎沼愛
護会と小路口地区の方々合同で毎
年行っている桜の天狗巣病と徒長
枝の切り取り等を行いました。
今年の場合は雪が少ないせいか、

例年手入れしているからか、天狗

巣病の枝が大変少なく、桜も健康
そうに感じました。そのため人出
があまりかかりせんでしたし、雪
も少ない状態なので、４号線側の

堤体にある竹ヤブ群も専用刃での
一部伐採もできました。

同時に、４号線沿いの堤体の業
者で伐採した雑木の幹は、片寄の
チップ工場に行き、オガールのボ
イラー燃料になると思われます。
そして、残った枝部を手分けして
駐車場側に一部運んできました。
軽トラで運搬したので、残った

枝部もそれなりの量があり、今回

の整理だけでは残念ながら終了し
かねましたが、春にみんなの協力
で作業する予定です。

恒例の桜の枝払いと伐採した雑木枝の整理を行いました

以前の沼側に雑木があった状態（春）

４号線側堤体の沼側の雑木がなくなりました

以前の沼側に雑木があった状態（冬）

重機を使って伐採している様子

徒長枝の除去作業

竹ヤブの伐採作業

雑木の枝の運搬作業１

雑木の枝の運搬作業２
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沼の堤体には桜以外に草花もたくさんあります。今回も箱清水にお住まいの、

三田地節子さんより説明を受けご案内します。今回は「白い花」です。

五
郎
沼
が
築
堤
さ
れ
た
こ
ろ
・
比
爪
藤
原
氏
の
時
代
（
11
）

花
巻
市
に
平
泉
時
代
の

「
館
」
発
見
！

万
丁
目
遺
跡
①

こ
れ
ま
で
花
巻
市
に
は
、

平
泉
時
代
の
遺
跡
は
丹
内

山
神
社
①
蛇
蜒
蛆
（
じ
ゃ

の
め
り
）
遺
跡
・
先
屋
遺

跡
な
ど
数
カ
所
し
か
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
泉
の
遺
物
（
折
敷
）
に

は
「
瀬
川
」
と
い
う
人
物

名
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
人
物
の
拠
点
は
花
巻
市

の
ど
こ
か
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
「
瀬
川
」
と
い
う

姓
か
ら
大
興
寺
付
近
で
は

な
い
か
と
も
思
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
化
に
あ
っ
て
万
丁
目
遺

跡
か
ら
豪
族
の
居
館
跡
が

発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

万
丁
目
遺
跡
の
場
所
は

東
北
自
動
車
道
花
巻
南
イ

ン
タ
ー
の
北
側
水
田
で
す
。

こ
の
付
近
は
豊
沢
川
の
河

岸
段
丘
で
、
近
く
に
は
南

西
方
向
に
熊
野
堂
古
墳
群
、

南
に
隣
接
す
る
よ
う
に
中

世
根
子
氏
の
中
館
跡
が
あ

り
、
遺
跡
の
東
側
を
官
道

が
南
北
に
通
じ
て
い
た
と

想
定
さ
れ
る
場
所
で
す
。

遺
構
の
主
体
は
、
12
世

紀
～
15
世
紀
中
頃
の
居
館

（
有
力
者
の
住
ま
い
、
権

力
拠
点
）
で
す
。
戦
国
時

代
よ
り
も
前
の
中
世
居
館

の
調
査
事
例
は
国
内
で
も

少
な
く
、
さ
ら
に
居
館
の

ほ
ぼ
全
体
が
確
認
で
き
た

事
例
は
非
常
に
稀
だ
そ
う

で
す
。
以
下
遺
跡
報
告
会

の
資
料
か
ら
抜
粋
し
ま
す
。

◆
遺
跡
の
内
容
◆

居
館
は
幅
１
ｍ
程
の
溝

で
東
西
約
80
ｍ×

南
北
約

50
ｍ
の
不
整
な
長
方
形
範

囲
が
区
画
さ
れ
、
区
画
内

部
に
は
掘
立
柱
建
物
、
竪

穴
建
物
な
ど
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
建
物
は
何
度

も
建
替
え
が
行
わ
れ
、
結

果
と
し
て
幾
棟
も
の
建
物

が
重
複
し
た
状
態
で
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。

出
土
遺
物
に
は
、
12
世

紀
の
「
か
わ
ら
け
」
12
世

紀
～
15
世
紀
中
頃
の
陶
磁

器
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
馬
具
（
轡
）
、
鏃
な

ど
の
鉄
製
品
、
茶
臼
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
「
か
わ
ら

け
」
は
色
調
、
胎
土
（
粘

土
）
か
ら
「
比
爪
」
産
と

判
断
さ
れ
ま
す
。

《
次
号
に
つ
づ
く
》

（
石
幡

談
）

◎
花
巻
市
の
遺
跡

丹
内
山
神
社
①
（
東
和
町
）

か
つ
て
大
聖
寺
と
呼
ば
れ

て
い
た
が
、
明
治
維
新
の
と

き
に
神
社
と
な
り
現
在
の
名

に
改
め
た
。
坂
上
田
村
麻
呂

東
征
の
際
に
社
殿
を
改
築
し
、

承
和
年
間
（
八
三
四
年
〜
八

四
八
年
）
に
釈
日
弘
・
堂
を

造
り
不
動
明
王
を
安
置
し
た

と
い
わ
れ
る
。
源
頼
義
、
藤

原
清
衡
、
安
俵
城
小
原
氏
、

盛
岡
藩
主
・
南
部
利
敬
ら
の

信
仰
が
篤
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
）

◀花期5-7月････名の由

来：はっきりしていない。

額紫陽花（ｶﾞｸｱｼﾞｻｲ）に

似た白い花を咲かせる。

木質には良い香りがあり

陽枝が作られる。秋には

果実が赤く熟すが苦味が

強くて食用には向かない。
▶花期5-6月････名の由

来：はっきりしていない。

初夏に白い花を咲かせる。

花は美しいが、特有の匂

いがあり虫が群がるので

大変な事もある。一方、

秋に赤い球形の実を狙っ

て鳥たちが集る木として

知られている。
◀花期6-10月 ････名

の由来：葉を揉んで嗅

ぐと柚子の香りがする

と言う事で柚香菊と名

づけられた。しかし実

際は香りを感じる事は

ない。山野の道端など

に普通に生えている。

◀花期5-6月････名の由

来：はっきりしていない。

枝が輪生に出来るのが特長。

枝先に白い小粒のまとまっ

た花序をたくさん付ける。

満開になると遠くからでも

目立つ白い花が美しい。秋

には果実が黒く熟す、その

頃は幹も赤く変わる。

（落葉小高木）

学名：カンボク（落葉小低木）

▶花期7-8月 ････名の

由来：小穂の形から名

付けられた。ヨーロッ

パから西アジア原産で

高さ0.3～1.2ｍの代表

的な牧草で世界各地で

栽培され、野生化した

物が多く見られる。

◀花期6-8月････名の由

来：全草に白い軟毛が密

生していることから。

ヨーロッパ原産明治中期

に、渡来して牧草として

栽培されたものが野生化

して育っている。

上空から見た万丁目遺跡

Yahoo 地図より


